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研究成果の概要（和文）：19 世紀前半のリムリック州における農民反乱の実態が解明された。

反乱の動機面では、反乱農民は地域の農業経済上の問題の解決だけでなく社会変革も志向して

いたのであり、この点で政治性をもっていた。他方組織面では、同州での農民反乱は従来考え

られていたよりも発達した地下組織に支えられていた。反乱農民は、ダブリンの秘密結社とネ

ットワークを構築しており、組織構造をダブリンの結社から流用した一方で、州内各教区の「委

員会」を基盤とする独自の組織を形成するにいたっていた。 

 

研究成果の概要（英文）：This project has shed light on the rural disturbances in County 

Limerick in the early nineteenth century. While the disturbers were trying to deal with 

agrarian issues in their localities, they were at the same time envisaging a kind of social 

revolution. In terms of organisation, the disturbers in Limerick had a more sophisticated 

organisation than historians thought formerly. The disturbers kept communication with a 

political secret society in Dublin City, from which they borrowed their organizational 

structure. Although the Limerick disturbers were at one time under the direction of the 

Dublin society, they soon developed their own network of underground organisation based 

on a ‘committee’ in each parish in the county.  
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者は、博士論文においてコーク州の

農民反乱を扱ったが、ダブリンの国立文書館

で未使用の史料群を発見し（下記）、そこに

は、19世紀のアイルランドにおいてコーク州

と並んで農民反乱が盛んだったリムリック

州に関連する情報が豊富に含まれているこ

とを見いだした。 

 

２．研究の目的 

上記の未使用史料を活用することで、19世紀

前半のリムリック州における農民反乱の実

態を解明することが目的である。とりわけ、

反乱農民の観念と反乱の地下組織に焦点を

当てた。 

 

３．研究の方法 

ダブリンの国立公文書館所蔵の State of the 

Country Papers および Chief Secretary’s 

Office Registered Papers の史料分析を主な

研究方法とした。State of the Country 

Papersは、地方当局がダブリンの行政府に送

った治安維持関係の報告書だが、series 1と

series 2に分けられている。Series 1は文書

官によるインデックスが付されているのに

対し、series 2はその作業が途中で中断して

おり、このためこれまで歴史家によって用い

られることがなかった。また、 Chief 

Secretary’s Office Registered Papers は、本

来は治安維持に特定されない、統治全般に関

する文書群だが、1820 年代のものは治安維

持関係の書類を含み、やはりインデックス化

がなされておらず、同じく未使用の状態にあ

る。これらの二つの未整理の史料群は、分量

で言うと、インデックス化されているものの

半分強に達しており、農民反乱の研究に関し

て有用な情報が含まれている。本研究課題に

おいては、これら未使用の史料を本格的に活

用した。 

 

４．研究成果 

上記の未使用史料の分析により、19 世紀前半

のリムリック州の農民反乱に関して、主に以

下の知見を得た。第一に、反乱農民は、地域

の農業経済上の諸問題を解決することに加

えて、一種の社会変革を構想していた。その

内容は、1790 年代の革命運動の復興、千年王

国主義、反プロテスタント主義など多様であ

るが、彼らの農民反乱が政治的な性格を帯び

ていたことは疑いない。この点で、リムリッ

ク州の農民反乱は、コーク州におけるものと

強い類似性を持っていたと言える。第二に、

組織面を見ると、反乱農民は、従来考えられ

ていたよりも発達した地下組織をもってい

た。リムリック州の反乱組織は、ダブリンの

地下政治組織とネットワークを築いており、

その上で組織構造をダブリンの結社から流

用し、一時的にはダブリンの統制下にあった。

この時期のダブリンの政治結社は、理論上は

全国に組織網を広げていたからである。ただ

し、1820 年代初頭より、リムリック州の組織

は独自の動きを見せ始めており、州内の各教

区に設立された「委員会」を中核としつつ、

州の「中央委員会」を頂点とする州独自の地

下組織を完成させた。この組織は、未然に終

わったとは言え 1822 年 3 月に蜂起を敢行す



る計画が進められていたように、ある程度の

活力を有していたと考えられる。 

 なお以上の研究成果は、一部が下記の発表

論文等に活かされた一方で、英語の単著とし

ても公刊すべく準備中である。 
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